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議 題 

 

第１ 図書館計画(素案)について     

第２ その他 

 

会議資料の名称 

 

配布資料 

資料1 西東京市図書館計画(素案) 

 

記 録 方 法 □全文記録 ■発言者の発言内容ごとの要点記録 □会議内容の要点記録  

会 議 内 容 

 

第１ 図書館計画（素案）について  

○座長 今回が、最終討議となる。 

○館長 配布料１「西東京市図書館計画（素案）」について説明。 

７ページ、図書館の位置図をアップした。配置に加えて、各館の蔵書規模を表示予定。 

９ページ、近隣自治体との相互利用図を追加予定。 

１２・１３ページ、「方針に基づく施策の方向性と取組み体系」の表を追加掲載。 

○座長 では、１ページからページごとに確認をしていく。 

 

  以下、修正意見を集約。訂正部分には下線を引く。 

 

「はじめに」（１ページ） 

・最初の３行、主語がはっきりしない。  

     図書館には長い期間をかけて集めた多くの貴重な資料があります。図書館は、市民が必要 

とし求める資料を長期的な展望に基づいて整備し、時代のニーズに応えるサービスの実現を 

図ることが求められています。 

   ・「計画の位置づけ」の文章のあとに、「下図参照」として図を示す。もしくは、「計画の概

要」の図に、「西東京市図書館における計画の位置づけ」と説明を加える。 

   ・図の「図書館計画」を目立たせる。 

 

「Ⅱ 現状と課題」（２ページ） 

   ・「西東京市図書館資料収集基準」は、巻末に資料を添付する。 

 

「１ 資料計画の現状と課題」 

   ・図書館では、西東京市図書館資料収集基準の方針の「図書館は、地域における･･･」 



 「一般図書・逐次刊行物」 

・【課題】に「各分野の専門的名資料の収集が求められています」を加える。 

     新しい取組みを今後も継続し、市民ニーズや社会情勢の変化を把握して、各分野の専門的な

資料や新たな地域課題の解決を支援するための資料の収集及び利用の促進･･･」 

 「レファレンス資料」 

・「レファレンス資料（参考図書）」とする。 

・【課題】は、レファレンス資料を配架する充分なスペースがないなど具体的に示す。 

 「地域・行政資料」の課題、 

・「元資料の保存」→「元の資料を保存する」 

 「音訳･点訳等資料」 

・【現状】にある「墨字資料」および「デイジー資料」→＊印で説明。 

 

「２ サービス計画の現状と課題」（４ページ） 

 「成人サービス」 

・【課題】にある「多読サービスの方針」→「英語多読サービスの方針」 

「児童サービス」 

・【現状】と【課題】について、（子ども読書活動推進計画）と（絵本と子育て事業）の２つに 

分かれていてわかりにくいので、他のサービスと同様に現状と課題にする。 

    ・【現状】、「計画策定記念事業として、翌年に実施した市民や関係団体との共済事業･･･」 

    ・「ブックスタート」→＊印で説明。 

 

「３ 職員組織計画の現状と課題」 

・【現状】現状の「研修については～」の部分、簡潔に説明。 

    ・【課題】の「数十年先を見据えた」の部分は別の言い方にする。 

 

「４ 施設計画の現状と課題」 

・【現状】にある、「レファレンスサービスの総括」→「統括」 

・【課題】、「アンケート調査」部分が唐突すぎる。 

     「ゆっくり本が読みたい･･･」の文章の後に、（「アンケート調査より」）とする。 

     もしくは、「アンケートにみる市民の声」や「アンケート等に見る図書館の評価」として 

【課題】と【現状】の代わりに、【評価】と【要望】として別枠でまとめる。 

    ・「アンケート調査」は、巻末に資料を添付する。 

 

「５ その他の取組みについて」 

・【現状】と【課題】がないので、他と同様、現状と課題に分けて説明。 

    ・「利用者登録」にある「登録率」→＊印で説明。 

    ･「広域連携」の【課題】は、「相互利用を知らない市民への周知」とする。 

 

 

「Ⅲ 基本的な考え方」（11ページ） 

 

「１ 基本理念」 

・キャッチコピーは、「市民とともに学び、考え、成長する図書館を目指しますとする。 

 

「Ⅳ 方針に基づく施策の方向性と取組」（14ページ） 

「基本方針１」 

「施策の方向性（１）」 

・取組① に、「◇専門的分野の資料も収集します。」を追加する。 

   ・取組②、「◇将来の図書館利用を見据えた資料保存の整備を進めます。」 

「施策の方向性（２）」 

・取組①、「◇利用者ニーズも踏まえながら、商用オンラインデータベースの種類の検討･･･ 

   ・取組②の、「マルチメディアデイジー図書」→＊印で説明。 

 



「基本方針２」 

 「施策の方向性（１）」 

・取組③、「◇視聴覚資料の貸出利用できる点数について分析し、実施します。」 

 「施策の方向性（２）」 

・取組①、「◇ビジネス支援、シニア支援、青年期支援、健康･医療情報、英語多読等、様々な

課題解決の支援のため、現在設置しているテーマ別コーナーについて、･･･」  

    ・取組②、「◇育児支援、介護支援など新たなテーマに沿って取組みます。」 

「施策の方向性（４）」 

・取組①、「広報活動の拡充を図るため、学校、行政、商工団体、市民団体等と積極的な連携･ 

協力を進めます。」 

・取組③、広報･広聴活動のあり方についての見直しは、市民への周知といった課題を示す。 

 

「基本方針３」 

 「施策の方向性（２）」 

・取組②、「◇公開した電子化資料について、積極的な活用を進めます。」 

   ・取組② ＜具体的な取組み＞の表、利用の拡大の欄の2023年度「活用促進の検討」 

 

「基本方針４」 

「施策の方向性（２）」 

・取組③の「パスファインダー」→＊印で説明。 

   ・取組③にある、「◇ＹＡ世代に向けて調べ方案内･･･」と、「◇中学生向け冊子「道導」の改

訂･･･」を入れ替え、＜具体的な取組み＞の表もあわせて入れ替える。 

「施策の方向性（３）」 

・取組①、「◇文字が認識しにくい子どもを対象としたマルチメディアデイジーの提供を積極的 

 に進めます。また、学校との協力、連携により普及します。」 

 

「基本方針５」 

 「施策の方向性（１）」 

・取組①、「◇図書館と市民、様々な団体などと連携したネットワークづくりを進め、協働企画

などによるイベントを実施します。」 

    ・取組①、「◇武蔵野大学と連携･協力し、相互利用を進めます。また、武蔵野大学からの依頼 

による図書館職員の講師派遣を継続します。 

・取組②、「◇市民や地域で活動する団体と連携して、資料を介した図書館との情報交換や交 

流を深める参加型の活動を進めます。 

 

「基本方針６」 

 「施策の方向性（１）」 

・取組①、「◇窓口対応）・手話研修･外国語習得など、行政職員として必要な知識を習得す 

るための研修へ積極的に参加します。」 

    ・取組②、「◇レファレンス研修など、資質向上のための専門研修への参加など職員全体で情 

報を共有することで職員組織の強化を図ります。 

 「施策の方向性（２）」 

・取組③、「◇さらに、利用者ニーズの動向、情報メディアの多様化等を見据え、それぞれの 

課題に対応するシステムの更新をします。 

 

 

「中長期的な図書館展望に向けて」（30ページ） 

    ・最初の文章がわかりにくいので整理する。 

「方針に基づく施策の方向性と取組み」では、今後５年間の事業計画を方針と共に示しま 

した。これまでの西東京市図書館は、多様化する価値観や、少子高齢社会への対応につい 

て、市民からの要望やアンケート調査の結果などを取り込みながら多方面のサービスに活 

かして来ました。 

 



「(１) 中央図書館の方向性」 

・①世代別、目的別ゾーニングにある「ラーニングコモンズ」の部分をわかりやすくする。 

      「また、施設作りの大きな視点として、静かに読書を楽しめる部屋、図書館を学びの拠点 

      ととらえた個人学習室、グループ学習室や大学図書館におけるラーニングコモンズ的な施 

      設の提供など、滞在型を追及したスタイルが考えられています。 

    ・「ラーニングコモンズ」→＊印で説明。 

 

「(２) 中央図書館に求められる機能」 

    ・②基本的機能、③企画運営機能、を入れ替える。 

      「②企画運営機能 ③基本的サービス機能、④基本的サービスの補完機能」 

    ・④基本サービスの補完機能 

      「選書･購入機能」→「選書･受入･整理機能」 

    ・⑤市民満足度向上 

      「市民満足度向上のため、滞在型図書館としての環境とカフェなどの快適性を加えた」 

    ・⑥にぎわい創出 

      「にぎわい創出のため、地域振興プログラムやイベント企画、ビッグデータ活用」 

    ・⑦読書振興 

      「読書振興のため、読書会やビブリオバトルの開催、音訳ボランティアによる朗読」 

    ・⑧行政支援→「行政･議会支援」 

 

「(６) 今後の施設の配置について」 

    ・残存施設を別に言い方にする。 

      「既存施設の配置を見直す際には、資料･職員は中央図書館に集中させ、中央図書館以外 

の施設の有効活用を図る必要があります。 

 

「(７) 館外へ視線を向けて」 

    ・「子育て中のお母さん」→「子育て中の保護者」 

 

 

第２ その他  

    特になし。 

 

     次回 １月30日(水) 10：00から 中央図書館会議室 

 


